
２月定例教育委員会  会議録 

 

 

１  開 催 日  平成 26年２月６日（木） 

 

２  開 催 場 所  教育委員室 

 

３  出席した委員  神吉委員長、吉田委員、桃田委員、石堂教育長 

 

４  欠席した委員  森委員 

 

５  出席した職員        小田教育総務部長、松尾教育指導部長、 

                            大西教育総務部次長、諏訪教育指導部次長、 

小林教育総務課長、 西田学務課長、 

坂根社会教育・スポーツ振興課長、 

日浦学校教育課長、森山青少年育成課長 

石川教育研究所長、中塚教育総務課副課長 

 

６  傍   聴   者  なし 

 

７  議事の要旨 

○  開   会       午後２時００分 

 

○  会議録署名委員指名のこと 

      神吉委員長、桃田委員に決定 

 

○  １月定例教育委員会会議録報告承認のこと 

（事務局より会議録朗読報告） 

承  認 

 

○  会議公開の可否決定のこと 

全ての議事を公開することに決定 

 

（専決報告） 

１  加古川市社会教育推進員の解職及び委嘱について 

（教育指導部次長より 説明） 

承 認 

 



委  員：  新たに委嘱された社会教育推進員には、職務内容等を記載し 

た書類を教育委員会から渡して説明をしているのか。 

 

事 務 局： 教育委員会から説明していないが、前任者から社会教育推進

員の職務内容を記載した手引書を含めて、後任者へ引き継いで

いる。 

 

委  員：  そのような引き継ぎでうまくいくのか。 

 

事 務 局： 地域でまとまっているところは、地区の中でフォロー体制が 

できており、うまく引き継がれている。 

 

委  員：  前任者からの手引書の引き継ぎだけではなく、社会教育推進 

     員としての役割を事務局から説明しないと何をしてよいか解 

     らない社会教育推進員が出てきてしまう。スムーズに引き継ぎ 

     ができるよう検討してほしい。 

 

２  加古川市少年愛護センター運営協議会委員の解職及び委嘱について 

（教育指導部次長より 説明） 

承 認 

 

（協議事項） 

１ 「教育アクションプラン 2014」の策定について 

  （教育指導部次長より 説明） 

原案可決 

 

      委  員：  アクションプランに対する点検評価は行っていないのか。 

 

   事 務 局：  アクションプランに対する中間評価・最終評価は行ってい 

る。その評価をもとに次年度のアクションプランを検討し、策 

定している。 

 

委  員：  教育委員会の会議の中では、アクションプランに対する点 

検評価に重点を置くべきではないか。委員会でチェックでき 

るよう検討をお願いしたい。 

 

委  員： 地域コーディネーターと学校園支援ボランティアの現在の 

状況を教えてほしい。 



 

   事 務 局： 地域コーディネーターを全ユニットに１名配置するよう努 

力している。 

 

   委  員： 地域コーディネーターはどのような活動をしているのか。 

 

事 務 局： 学校と地域の方を繋ぐ橋渡し役をしている。地域コーディ 

ネーターが学校園支援ボランティアを発掘することもある。 

 

委  員： 学校に学校園支援ボランティアが入り、学校での活動が地 

域にフィードバックされ、支援ボランティアがもっと活躍で 

きるようになればよい。学校も教頭に任せるのではなく、担 

当の先生をつけ、学校での相談会を定期的に開いてもよいの 

ではないか。 

 

委  員： 現在、どのような方が地域コーディネーターになっている 

のか。 

 

事 務 局： 地域の老人クラブの取りまとめをされている方、婦人会の 

役員や退職された校長など様々な方にお願いしている。 

 

委  員： 言葉の表現方法について、例えば「子どもの心の不安に対   

         応するため、全中学校にメンタルサポーターを配置します」 

とあるが、「メンタルサポーターを配置し、子どもの心の不安 

に対応します。」というような表現方法のほうがよいのではな 

いか。 

      

事 務 局： 今後検討します。 

 

委  員： スポーツカーニバルについて、スポーツネットワーク委員会 

で、小・中学校のスポーツイベントを巻き込み、広めていくの 

はよいと思う。積極的に子ども達がスポーツカーニバルに参加 

できる状況を作っていただきたい。 

 

事 務 局： 社会体育の部分と学校体育の部分の連携が薄いので、きっか 

けが必要であると思う。 

 

委  員： 子どものときにスポーツの楽しさを感じた人ほど、大人にな 



ってもスポーツに関わることが多い。学校体育ではスポーツの 

楽しみが感じにくいので、小・中学校の先生にもスポーツネッ 

トワーク委員会に関わっていただきたい。 

 

 

○ 教育総務部長報告 

(1) インフルエンザ疾患等による学級閉鎖の状況について 

インフルエンザ疾患等による学級閉鎖は、２月５日現在で延べ２６学級。

学年閉鎖は延べ４学年である。 

 

(2) 市内中学生にかかる事案について 

市内中学生が暴行容疑で逮捕される事案が１件あった。 

 

以上、２件について報告 

 

○ 教育指導部長報告 

(1) 平成 25年度 加古川市教育研究所研究員「研究発表会」の開催について 

２月 18日（火）に加古川総合文化センター及び教育研究所にて、「習得 

と活用を目指した授業の創造」をテーマに 20 名の教諭が指導主事の助言を

受けながら研究してきた成果を発表する。 

 

(2) 平成 26年度高等学校等入学者選抜に係る日程について 

    公立高校入学者選抜について、推薦入学・特色選抜・連携型入学者選抜・

多部制Ⅰ期試験は 2月 14日、学力検査は 3月 12日に実施する。 

 

(3) 第 26回 加古川カップ綱引大会の開催について 

２月 23日（日）に加古川市立総合体育館において、加古川市体育協会の 

主催、加古川市教育委員会の共催で、チャンピオン部門から初心者対象部 

門までの８部門、小学生から大人までが参加して開催される。 

 

(4) 聖徳太子奉賛第 63回中学校駅伝競走大会の結果について        

   ２月１日（土）に、加古川総合運動公園陸上競技場で開催された。男女共、

山手中学校が優勝した。男子は 10連覇を達成した。 

 

    委  員： 戦前から太子町斑鳩寺と鶴林寺の間で駅伝が行われていた。 

斑鳩寺をスタートし、鶴林寺をゴールに、その翌年は、鶴林 

寺をスタートし、斑鳩寺をゴールとして交互に行い、コース 

沿いの市町が参加していた。子ども達にもこのような伝統が 



あるというのを伝えてほしい。 

 

(5) 加古川市いじめ防止・対応マニュアル（改訂版）の配布について  

    法律及び方針に基づき、いじめ防止・対応マニュアルを改訂した。 

 

(6) 平成 25年度「東播磨青少年本部の賞」受賞者について 

加古川市青少年団体連絡協議会 副会長 林 宏明氏が表彰された。 

 

(7) 「市民が選ぶ名文 30選」の作成・配布について 

小学生に読んでもらいたい名文を広く市民から募集し、選び出した 30 の

名文を冊子にまとめ、小学校等に配布した。 

 

委  員： どこに配布したのか 

 

事 務 局： 各小・中学校については４０部ずつ、幼稚園については、

５部ずつ配布した。 

 

(8) 平成 25年度 中学校卒業式への教育委員会からの出席について 

    3月 10日（月）、市内中学校卒業式への出席をお願いしたい。 

 

○ 次期定例教育委員会予定日のこと 

２月 27日（木）午後２時～ 開催することに決定 

 

 

○ 閉 会   午後３時 23分 


